











－ NPO 法人スポーツクラブと Jリーグクラブからのメッセージ－
Current situation of the comprehensive sports clubs in Japan






































































































人以下 24.2％・101 人～ 300 人以下 44.8％・301 人
～ 1,000 人以下 23.4 パーセント・1,000 人以上 7.5％

































1.  NPO 法人さいたまスポーツクラブのこれまでの
経緯と現状
1.1　SSC 設立の経緯
　筆者が 2002 年 4 月から大宮の事務所でスポン
サーやサポーターの皆さん 8 名で続けてきた「総














Table 1. 平成 28 年総合型設置状況
Table 2. 総合型の現在の課題 
Table 3. 総合型の自己財源率















ていただき SSC が認知された 1 日となり、委員会
メンバーの背中を押した。
1.2　事業初年度






































教室の収入が 4 分の 1、寄付金・バナー協賛・補


















あったが行政の評価を得られ 2006 年 1 月に市から










































































　 民間 M クラブ（入会金：￥5,254、レギラー会員：
￥9,450、平日会員：￥6,300、ナイト会員￥5,775、
ホリデー会員￥7,350）
　 民間 T クラブ（入会金：￥1,575、レギラー会員：
￥9,240、平日会員：￥7,140、ナイト会員￥4,725、
ホリデー会員：￥5,250）
　 民間 S クラブ（入会金：￥5,250、レギラー会員：
￥10,500、平日会員：￥8,400、ナイト会員：
￥7,875）




















































　開館時間： 平日 10 時～ 21 時・土、日祭　10 時
～ 19 時　
　休 館 日：月曜日


















































2008 年 3 月「地域に開かれたクラブハウス」の建
設に向けての計画策定をするため建設準備委員会





































じ toto 助成金 6,000 万円、2 人の理事（会社経営者）
の保証による全額銀行借入 6,000 万円である。（1




㎡で建築面積は 686.77 ㎡・緑地面積は 135.007 ㎡
である。駐車スペースは 5 台・駐輪場は 60 台で会
員や近隣の住人が徒歩や自転車を利用してクラブ
ハウスに来ていただくことを想定して建築した。
（Photo 4）内部構造はアリーナ 195.14 ㎡・スタジ
オ 106.89 ㎡・フィットネスルーム 151.97 ㎡・ラウ









体制）【2 交代制で 10 名登録】
　事務スタッフ： クラブマネージャー（1 名）、事
務長（1 名）事務スタッフ（交代















結果、3 月末までに（Table 4）109 プログラム（ス
トレッチ系 8、ピラティス系 9、ヨガ系 16、健康
増進系 8、酸素系 22、武術系 13、ダンス系 9、親
子 5、子供 19）を開講することが出来、3 月末ま
での 10 ヶ月間でクラブ会員が（Table 5）617 名（レ
ギラー会員 264 名、ファミリー会員 51 名、曜日会
員 137 名、スクール会員 156 名、中学生 3 名）に
入会していただいた。この間の広報活動は 6 月地
元への折り込みチラシ 11 万部を配布、7 月無料機
関紙へ 11 万 5 千部に掲載・地元折込チラシ 7 万部、
9 月～ 12 月にかけては、自治会回覧広告・地元新
















てプログラムの見直を行い、（Table 4）週 105 プロ
グラム（ストレッチ系 6、ピラティス系 12、ヨガ
系 15、健康増進系 8、有酸素系 19、武術系 11、ダ
ンス系 11、親子 3、子供 20）と参加人数の少ない
プログラムをスクラップして要望が多い子供も向
けプログラムを立ち上げ、3 月末の会員数は 617
名から（Table 5）740 名（レギラー会員 293 名、ファ
ミリー会員 57 名、曜日会員 179 名、スクール会員











12、ヨガ系 15、健康増進系 7、有酸素系 18、武道
系 12、ダンス系 9、親子 3、子供 25）（Table 5）会
員は 773 名（レギラー会員 303 名、ファミリー会
員 52 名、曜日会員 183 名、スクール会員 223 名、
中学生 3 名、法人会員 9 社）の会員を獲得するこ
とができた。総収入は 42,546 千円（会員収入
39,911 千円・スポンサー収入他 1,804 千円・事業
収入 841 千円）で総支出が 48,537 千円（人件費
34,359 千円・維持費 2,648 千円・一般管理費 5,396









Table 4. 1 週間のプログラム数 (各年度 )







12、ヨガ系 15、健康増進系 6、有酸素系 17、武道
系 8、ダンス系 12、親子 2、子供 28）と全体のプ
ログラム数を減らすことなく、会員の満足度を図
る事に傾注した。（Table 5）会員数は 702 名と減っ
てはいるが総収入は 48,280 千円（会員収入 41,963
千円・スポンサー収入他 4,935 千円・事業収入 1,382
千円）で総支出 50,077 千円（人件費 33,305 千円・















変更した。（Table 4）週 81 プログラム（ストレッ
チ系 6、ピラティス系 4、ヨガ系 9、健康増進系 5、
有酸素系 15、武道系 8、ダンス系 10、親子 0、子
供 24）を前年度より 25％減らして運営を開始した。


















より約 9,000千円減になり 7,034 千円の収益をクラ
ブハウスの修繕やフィットネスマシーンの買い替
えに回すことができた。
　2014 年度（6 年目）は、（Table 4）週 82 プログ
ラム（ストレッチ系 10、ピラティス系 5、ヨガ系 9、







員は前年度比 529 名と 50 名減となり、クラブライ
フに課題を残したが、総収入では 43,223 千円（会
員収入は 30,028 千円・スポンサー収入他 4,547 千












出来ず（Table 4）週 65 プログラム（ストレッチ系
9、ピラティス系 3、ヨガ系 7、健康増進系 5、有
酸素系 9、武道系 8、ダンス系 6、子供 18）へと大
幅に減らしてスタートする事を余儀なくされた。
その結果（Table 5）会員数は 474 名と減少して、
総収入は 38,589 千円（会員収入 28,306 千円・スポ
ンサー収入他 4,489 千円・事業収入 5,206 千円）と
前年度約 5,000 千円の減収になる。しかし、総支
出は 29,123 千円（人件費 19,047 千円・維持費 2,558
千円・一般管理費 3,796 千円・地代他 3,722 千円）
とプログラムの減少でスタッフ・インストラクター











成にも力を注ぎ（Table 4）週 59 プログラム（スト
レッチ系 10、ピラティス系 3、ヨガ系 8、健康増
進系 3、有酸素系 10、武道系 8、ダンス系 5、子供
12）と前年度からさらにプログラムの精査を行い、
（Table 5）会員数は 2016 年度末で 468 名と、プロ
グラム数を減らしても昨年度と比較して会員数は




ラー会員 221 名（5,940 円）、ファミリー会員 22 名
（4,644 円）、曜日会員 103 名（4,329 円）、スクール
員 123 名（4,329 円）、中学生会員 2 名（4,644 円）
で総収入は 39,516 千円（会員収入 28,294 千円・ス
ポンサー収入他 4,316 千円・事業収入 6,906 千円）
と前年度とほぼ同額を確保し、総支出は 28,040 千
円（人件費 18,433 千円・維持費 2,750 千円・一般




　今年度の 2017 年度（9 年目）は、7 ヶ月が経過
した 10 月末では（Table 4）週 62 プログラム（ス
トレッチ系 9、ピラティス系 3、ヨガ系 8、健康増
進系 3、有酸素系 10、武道系 8、ダンス系 8、子供
13）と前年度より 3 プログロムは増えてはいるが、






13,679 千円・スポンサー収入他 716 千円・事業収


















ラブ会員数を現状（2017 年 10 月）の週 62 プログ







め、年代別では 40 歳代 11％・小学生（12 歳まで）
が 12 ％・50 歳 代 25 ％・60 歳 代 29 ％・70 歳 代






















小学生 中学生 十代 二十代 三十代
四十代 五十代 代 七十代 八十代
－ 12 －
アンケート内容
－ 13 －－ 12 －
  
0 20 40 60 80
①利用曜日


































































































































































































































































































































円）、バトミントン教室（6 回で 5,400 円）、ソフト
エアロ教室（1 回 540 円）、（Photo 6）ヨガ・エク
ササイズ（1 回 864 円）、シニアヨガ教室（1 回
756 円）、生き生き健康体操教室（1 回 756 円）、パ
ドル健康体操（1 回 756 円）、ノルディックウォー












年間利用者数が 39,157 人と 2015 年度より 5,200 人
と毎年増加傾向にある。
　お客様満足のアンケート調査（アンケート総数





























された 2004 年と現在（2017 年 8 月）の 13 年間を
比較すると、世帯数では 58,995 世帯から 71,404 世
帯へと 21％も増えている。しかし、（Table 7）人
口は 152,203 人から 161,929 人と 6.4％増えてはい
るが世帯数に比べて低く、一世帯の家族構成が減
少している事が予測できる。年代別人口比では、
この 13 年間で、20 歳未満（0 歳から 19 歳）の人
口に大きな変動はないが、20 歳代（20 歳から 29 歳）
は 20,430 人から 16,679 人と 18％、30 歳代（30 歳
～ 39 歳）も 25,145 人から 19,300 人と 23％減少し
ていて、働き盛りの若い世代が 13 年前に比較する
と大幅に減少している。反面、40 歳代（40 歳～
49歳）は 19,134人から 26,116人と 37％増えている。
この年代は一般的に男性は中間管理職でストレス
が多く、女性は子育てが終わり働いている人が多
い世代である。50 歳代（50 歳～ 59 歳）は 22,539
人から 20,295 人と 10％減ってはいるが 60 歳代（60
Fig 1. SSC の活動エリア
－ 17 －－ 16 －
歳～ 69 歳）は 20,101 名から 20,748 名と微増でこ
の 2 世代で人口比の 25％強を占めている。健康寿
命が延びていると言われている 70 歳代（70 歳～










































































































である。湘南の前身は 1994 年に J リーグに加盟し
たベルマーレ平塚である。
　筆頭株主のフジタ工業が経営不振で 1998 年 11
月の撤退表明を受けて、市民クラブへの移行を余
儀なくされた。1999 年までの平塚市 1 市であった
が、2000 年より J リーグで「広域ホームタウン制度」
が認められたことを受けて、平塚市、厚木市、伊
勢原市など湘南地域の 9 市 11 町へ変更し、広域か
ら支えられるクラブを目指して「湘南ベルマーレ」




















化を行政（平塚市）の予算と補助金で 2 億 6 千万









































































































に年間延べ約 2,000 回、イベント等を約 1,000 回実













　1993 年に J リーグがスタートした時には J リー
グが掲げる理念が社会に新鮮な衝撃を与えた。し
かし、その衝撃はすぐに共感へと変わり、10 クラ
ブでスタートした J リーグクラブは 2017 年には
54 クラブにまでに増えた。さらに、将来的に J リー
グへの参戦を目指している事を公式に表明してい




崎の 7 県にも J リーグ入りを目指すクラブが存在

























































































































































Photo 10.  1993 年ベダーウ・スポーツシューレの
全景





動において先進的である。（日本には約 3 万 2,000















































































































Fig 4. ドイツの学校制度 Photo 12.  スポーツ健康学部教授会で挨拶 右隅が
高橋さん
－ 25 －－ 24 －



















































































ン・ジョルジュ通り 777 番にあり、敷地面積は 16


















































Photo 14.  イラストで描かれた SC コリンチャンス
の全景









































































時の週 109 から 62 と約 40％減少し、会員数はピー



































































－ 29 －－ 28 －
























































































26 号 2008 年 3 月 P1 ～ P13 総合型地域スポーツ
クラブの調査研究【Ⅰ】清雲　栄純
： 法政大学体育・スポーツ研究センター紀要　第
27 号 2009 年 3 月 P47 ～ P64 総合型地域スポー
ツクラブの調査研究【2】清雲　栄純
： 法政大学スポーツ健康学研究　創刊号　2010 年
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